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{検査デー タJ1マ18.5抄俄R1.76) ， A.PTT 28.6秒，ブイプリノゲン
366mg/(払 i負強1待問2分で.PTの著母}な延長を認めた.議問問子で




だ.様準関胞にてお下葉切除替~，縦縞 1) ンパ節郭i脅 ND2a を捻行した.
議協異常の補正のため執刀産前iこ1<1"Pを使用し，議中m盛iは90ml
と問題なく手持tを施行できた.稀後も顕著なlB期はなく賂議期を経過
した.t鶏理}rド分1t騒平.1:皮議で， pT-2NOMOであった.[議後経過}
務後に綾子子右上薬に浸潤影が出現し，筋炎または邸内tl¥論iが疑われた
が，呼吸器症状はなく自然軽換した.入院1}1~こ PT 延長の改3警はみられ
なかったが，退説後外来経過観察ゃに徐々に改欝をみせている.1結
~ñl騎癌精査仁科こ問、延長を認め，第 1弓H塁手自己抗体が捺i認と考えら
れた鱗織の l携を経験した会第vn協子自己抗体は非常に拾であり.J揚
擬鱗管理において講じた対応策を含め，龍椀を提示す・る.議後9か持
を経過した壌を無得発生存中であり，総々にPT延長は改善してきて
いる.経過から，樹i籍と第¥11f!J子自己抗体との関連がぷ唆された.
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